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12
月
16
日
、
令
和
4
年
度

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
研
修
会
が

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
単

位
ク
ラ
ブ
よ
り
、
6
2
0
名

が
参
加
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
後
、
北

区
老
連
・
千
種
区
老
連
に
よ

る
「
芸
能
発
表
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
躍
動
感
あ
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
に
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
。
笑
顔
が

溢
れ
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
ち
く
さ
病

院
理
事
長
・
加
藤
豊
氏
を
講

師
に
迎
え
、
講
演
会
へ
と
移

り
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
会
議
の
す
す
め
か
た

　    

―
千
種
区
版

　
　
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
ノ
ー
ト
を
中
心
に
―

　
医
療
法
人
豊
隆
会  
ち
く
さ
病
院

　 

　
　
理
事
長  

加
藤 
豊 

氏

　

あ
な
た
は
「
も
し
も
の
こ

と
」
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
自
身
の
希
望
や
価

値
観
は
、
そ
の
後
の
生
活
や

医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め

に
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
約
70
％
以
上

の
方
は
人
生
の
最
終
段
階
で

医
療
に
関
す
る
意
思
を
表
明

で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　

望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い

て
前
も
っ
て
考
え
、
大
切
な

人
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、

共
有
す
る
取
り
組
み
を
「
人

生
会
議
（
A
C
P
：
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」

と
呼
び
ま
す
。

　

人
生
会
議
を
進
め
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
千
種
区
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
「
私
の
想
い
を
つ
な
い
で

帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
目
的
は
次

の
通
り
で
す
。

⑴
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
（
人

　
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
時

　
間
を
考
え
る
）

⑵
人
生
の
最
終
段
階
を
考
え
る
（
医

　
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

　
に
意
思
表
示
の
方
法
や
希
望
な
ど

　
を
考
え
る
）

⑶
大
切
な
人
と
語
り
合
う
（
相
談
し

　
に
く
い
こ
と
も
含
め
、
気
軽
に
語

　
り
合
う
）

　

こ
の
よ
う
に
人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る
人

た
ち
に
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
今
回
の
紹
介
事
例
を
参
考
に
、

自
分
に
合
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
身

の
状
態
に
応
じ
て
、
意
思
は
変
化
し

ま
す
。
何
度
で
も
繰
り
返
し
考
え
、

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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天寿会「フラダンス」天寿会「フラダンス」

加藤 豊 氏加藤 豊 氏

　

港
区
の
西
部
、
旧
南
陽
地
区
は
い

ま
だ
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
ま
た
西
方
、
福
田
川
左
岸
堤
防

付
近
に
樹
木
が
茂
り
、
道
路
よ
り
3

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
り
上
げ
ら
れ
た
場

所
に
「
高
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
延
命

地
蔵
尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

と
き
は
宝
暦
13
年（
1
7
6
3
年
）

の
暴
風
雨
の
際
、
こ
の
地
の
海
岸
に

尊
き
木
造
仏
が
流
れ
着
い
た
。
村
中

協
議
の
上
、
福
田
川
の
堤
防
に
お
堂

を
建
立
し
、
村
中
安
全
、
五
穀
豊
穣
、

武
運
長
久
、
大
病
小
病
全
快
の
大
供

養
を
執
行
し
た
。

　

こ
の
仏
像
は
貞
享
5
年（
1
6
8
8

年
）
に
八
事
山
興
正
寺
を
開
山
し
た

天
瑞
円
照
大
和
尚
（
初
代
管
長
）
自

作
の
木
造
仏
と
い
わ
れ
、
地
蔵
尊
と

し
て
は
珍
し
く
腰
掛
け
た
お
姿
で
あ

る
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
「
あ
い
ち
の

む
か
し
ば
な
し
」
の
中
に
「
お
高
じ

ぞ
う
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

［
六
十
九
］

■
交
通
　
市
バ
ス
「
新
茶
屋
」
下
車
、

　
西
へ
徒
歩
10
分

港区  延命地蔵尊
～港区新茶屋五丁目～

ふるさとの四季「コーラス」ふるさとの四季「コーラス」

名古屋敬愛会「大正琴」名古屋敬愛会「大正琴」

味鋺むつみ会「銭太鼓」味鋺むつみ会「銭太鼓」
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11
月
29
日
、
各
区
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
68
名
が
参
加
し
、
第
38
回
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
名
古
屋
市

総
合
社
会
福
祉
会
館
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
ク

ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン

ト
」。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

続
い
て
、
常
滑
市
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
・
く
め
里
代
表
の
片
山
凉
子

氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
元
気
に
な
れ
る
極
意

　
　
～
あ
る
農
村
で
の

　
　
　
　
女
性
た
ち
の
挑
戦
！
～

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
く
め
里

　
　
　
　
代
表
　
片
山 

凉
子 

氏

　

私
は
女
性
の
仲
間
と
共

に
男
性
を
巻
き
込
み
な
が

ら
地
域
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
活
性

化
に
は
女
性
の
活
躍
が
不
可
欠
。

次
の
4
つ
の
活
動
を
女
性
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

⑴
地
区
の
公
民
館
の
建
設

　

農
協
跡
地
の
狭
い
場
所
に
公
民

館
建
設
の
情
報
が
入
り
、
女
性
30

人
ほ
ど
の
反
対
意
見
を
集
約
。
公

民
館
建
設
の
臨
時
総
会
で
意
見
を

述
べ
、
継
続
審
議
に
。
男
性
ば
か

り
の
建
設
委
員
会
を
改
め
、
自
身

は
副
委
員
長
に
就
任
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
理
想
と
す

る
公
民
館
の
建
設
が
実
現
。

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立

　
「
な
ぜ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

な
い
の
か
」
と
い
う
声
に
応
え
、

協
力
者
を
誘
い
設
立
。
資
金
は
資

源
回
収
や
バ
ザ
ー
、
補
助
金
な
ど

を
活
用
。
活
動
後
は
必
ず
「
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
」。
こ
れ
が
な
い
と

続
か
な
い
。
お
礼
の
気
持
ち
が
伝

え
ら
れ
る
し
、
活
動
を
継
続
す
る

に
は
大
事
な
こ
と
。

⑶
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
創
立

　
「
誰
で
も
集
ま
れ
る
ホ
ッ
と
で

き
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
会

員
有
志
と
隣
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仲
間
の
支
援
で
創
設
。
モ
ッ
ト
ー

は
「
自
主
的
に
参
加
し
、
楽
し
ん

で
従
事
」。

⑷
地
域
猫
活
動

　

久
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
猫
活

動
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
虚

勢
・
避
妊
手
術
を
実
施
。
手
術
を

終
え
る
と
、
リ
リ
ー
ス
（
地
域
に

戻
す
）。
地
域
の
協
力
で
置
き
エ

サ
や
ト
イ
レ
も
管
理
。
自
身
も
21

匹
の
保
護
猫
を
迎
え
、室
内
飼
育
。

  

最
後
に

　

女
性
の
能
力
は
無
限
大
で
す
。

活
動
は
男
性
の
協
力
も
得
な
が
ら

取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
を
推
奨

し
ま
す
。「
出
し
ゃ
ば
り
の
す
す

め
」
の
精
神
で
、
必
要
と
あ
ら
ば

前
に
出
て
物
申
す
こ
と
も
大
切
。

仲
間
に
は
寛
大
に「
お
互
い
さ
ま
」

の
気
持
ち
で
、
失
敗
を
責
め
な
い

こ
と
が
次
に
繋
が
る
秘
訣
で
す
。

楽
し
く
な
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
ま
せ
ん
。
女
性
は
衣
食

住
に
密
着
し
た
知
識
と
能
力
を
備

え
、
心
遣
い
が
で
き
ま
す
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
信
を
持
っ

て
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。　

　

2
月
15
日
、
名
古
屋
市
芸
術
創

造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
教

授
・
髙
石
鉄
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、

各
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
約

3
0
0
名
が
高
齢
期
に
お
け
る
健

康
管
理
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
1
0
0
年
時
代
を

　
　
見
据
え
た
健
康
づ
く
り

　
　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

　
　  

理
学
研
究
科  

総
合
生
命
理
学
部

　
　
　
　
教
授
　
髙
石 

鉄
雄 
氏

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ
れ

る
現
在
、
日
本
人
の
死
因

や
要
介
護
の
原
因
を
踏
ま

え
た
「
健
康
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で

す
。健
康
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、

自
身
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
身
体

に
伝
え
る
た
め
の
ス
ト
レ
ス
（
刺

激
）。
生
活
の
質
を
高
く
保
つ
た

め
に
は
、
運
動
や
外
に
出
て
人
と

関
わ
る
（
話
す
）
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
身

近
で
で
き
る
有
効
な
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

血
管
系
疾
患
の
主
な
原
因
は
肥

満
と
運
動
不
足
で
す
。
高
校
・
大

学
時
代
よ
り
、
10
キ
ロ
以
上
体
重

が
増
加
し
て
い
る
人
は
要
注
意
。

動
脈
硬
化
の
進
行
抑
制
に
は
歩

行
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
自
転
車
な
ど

の
有
酸
素
運
動
が
有
効
で
す
。
た

だ
し
散
歩
や
通
常
歩
行
で
は
不
十

分
な
場
合
が
多
く
、
健
康
づ
く
り

に
は
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
適
切
な

強
度
の
運
動
が
必
要
。
3
分
早
足

の
後
、
3
分
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と

を
繰
り
返
す
な
ど
、
や
や
き
つ
い

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
予
防
効
果

は
高
ま
り
ま
す
。

⑵
起
居
・
移
動
能
力
の
維
持

　

自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

脚
の
筋
肉
萎
縮
予
防
や
下
肢
の
運

動
機
能(

筋
力)

を
高
く
保
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
中
高
齢
者
の
寝

た
き
り
の
原
因
と
し
て
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、

原
因
の
1
番
は
転
倒
。
脚
の
筋
肉

と
骨
を
強
く
す
る
た
め
に
は
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
坂
道
歩
行
・

階
段
昇
降
な
ど
の
無
酸
素
運
動
が

有
効
で
す
。
階
段
は
上
り
が
筋
力

維
持
運
動
、
下
り
は
骨
を
つ
く
る

骨
密
度
ア
ッ
プ
運
動
に
な
り
ま

す
。
平
地
を
歩
く
だ
け
で
は
脚
力

維
持
が
難
し
い
た
め
、
積
極
的
に

階
段
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
骨
と

筋
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、記
憶
力
・

免
疫
力
・
筋
力
・
精
力
が
高
ま
り

ま
す
。

⑶
認
知
症
の
予
防

　

思
考
力
・
記
憶
力
の
保
持
に
は
、

外
出
や
会
話
が
有
効
で
す
。
難
聴

が
進
む
と
会
話
に
入
れ
ず
孤
立
し

た
り
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
た
り
す
る
の
で
、
早
め
に
補
聴

器
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
運

動
は
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
体

力
や
健
康
状
態
を
把
握
し
た
上

で
、
十
分
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
後
、
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。　

片山  凉子  片山  凉子  氏氏 髙石  鉄雄  髙石  鉄雄  氏氏

⑴
大
血
管(

脳
・
心
臓
血
管)

系

　
障
害
の
予
防
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《
事
業
計
画
》

1
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進　

▼
介

護
予
防
活
動
用
器
材
等
の
貸
出　

▼
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推

進　

▼
史
跡
散
策（
毎
月
）　

▼
お

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
4
月
）　

▼

健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
11
月
）　

▼
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
（
2
月
）　

▼
七
福
神
め
ぐ

り（
2
月
）　

▼
健
康
麻
雀
等
遊
び

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
行
事
の
開

催
⑵
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

▼
世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
6
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会（
11
月
）　

▼
ボ
ッ
チ
ャ
競

技
大
会
（
12
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
区
対
抗
団
体
戦
指
導

者
養
成
大
会（
3
月
）　

▼
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
器
具
の
貸
出　

▼
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及
啓
発　

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
後
援

⑶
第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
愛
媛
大

会
へ
の
参
加（
10
月
28
日
～
31
日
）

2
仲
間
づ
く
り
の
推
進

⑴「
会
員
増
強
の
５
つ
の
取
り
組
み
」

　

①
解
散
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う

　

②
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う

　

③
年
間
１
ク
ラ
ブ
１
名
増
や
そ
う

　

④
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

⑤
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

⑵
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
各
種
広
報
の
実
施

⑶
町
内
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
会
員

加
入
の
促
進

⑷
会
員
増
強
に
努
め
た
学
区
老
連
や

単
位
ク
ラ
ブ
の
顕
彰

⑸
ク
ラ
ブ
の
な
い
町
内
の
参
加
希
望

者
や
解
散
し
た
ク
ラ
ブ
会
員
の
近

隣
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
促
進

⑹
未
加
入
者
の
ク
ラ
ブ
体
験
参
加
の

促
進

⑺
ク
ラ
ブ
未
設
置
学
区
の
解
消

3
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

愛
活
動「
５
つ
の
活
動
」の
推
進

⑴
友
愛
活
動
班
と
友
愛
活
動
員
に
よ

る
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑵
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進

⑶
見
守
り
支
援
活
動
の
推
進

⑷
健
康
づ
く
り
支
援

⑸
情
報
伝
達
支
援

4
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

⑴
研
修
活
動

▼
新
任
会
長
研
修
会（
6
月
）▼
東

海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
名
古
屋
市
・

７
月
）　

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
（
秋
田
県
・
11
月
）　

▼
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
11
月
）

⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

▼
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
推
進　

▼
若
手
女
性

役
員
の
増
加

⑶
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
運
営
事
務
相

談
室
」で
の
相
談
対
応

5
社
会
奉
仕
活
動
等
の
推
進

⑴
老
人
の
日（
9
月
15
日
）・
老
人
週

間（
9
月
15
日
～
21
日
）の
取
り
組

み
⑵
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
9
月

20
日
）の
取
り
組
み

⑶
市
老
連
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
5

月
20
日
、
12
月
20
日
）の
取
り
組
み

⑷
そ
の
他
の
推
進
事
項

▼
高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
、
防

犯
・
防
火
活
動
、
自
主
防
災
活
動

等
の
推
進

6
広
報
・
調
査
活
動

⑴
機
関
紙
の
発
行（
年
４
回
、
全
ク
ラ

ブ
会
員
へ
配
付
）と
内
容
の
充
実

⑵
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
組
織
内
外
へ
の
広
報

⑶
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
好
事
例

の
紹
介
を
通
じ
た
活
動
の
魅
力
度

ア
ッ
プ

⑷
会
員
外
に
も
届
く
ク
ラ
ブ
活
動
の

幅
広
い
広
報
・
Ｐ
Ｒ

⑸
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
設
立
趣

旨
を
ふ
ま
え
た
会
員
外
へ
の
行
事

紹
介

⑹
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
、
老

人
ク
ラ
ブ
傷
害
・
賠
償
保
険
の
加

入
促
進

⑺
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
各
種

調
査
及
び
資
料
の
収
集
、
提
供

7
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

及
び
交
流

⑴
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
連
携

⑵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
の
連
携

⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
く
ら
ぶ
（
企
業
退
職
者

の
会
）と
の
交
流　

⑷
学
区
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
強
化

⑸
子
ど
も
会
等
地
域
団
体
と
の
交
流

※
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

◎
感
染
防
止
の
た
め
の
新
し
い
生
活

様
式
に
基
づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

践

　

昨
年
夏
、
市
老
連

会
長
及
び
副
会
長
が

代
表
し
て
名
古
屋
市

役
所
を
訪
ね
、
市
に

要
望
し
た
３
点
の
予

算
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
２
月

の
市
老
連
理
事
会
で

市
側
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

要
望
①
『
会
員
数
の
多
い
ク
ラ
ブ
へ

の
補
助
金
の
増
額
』　

会
員
数
に

よ
っ
て
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す
る
経
費

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の

と
し
、
会
員
数
の
増
加
に
つ
な
が
る

活
動
経
費
と
し
て
次
表
の
よ
う
に
会

員
数
40
人
以
上
の
ク
ラ
ブ
へ
の
運
営

補
助
金
が
会

員
数
に
応
じ

た
内
容
に
増

額
さ
れ
ま
す

（
会
員
数
39

人
以
下
の
ク

ラ
ブ
へ
の
運

営
補
助
金
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す
）。

要
望
②
『
区
老
連
役
員

へ
の
活
動
補
助
』　

区

老
連
活
動
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
現
在
、
市

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

「
区
老
連
活
動
振
興
補

助
」
に
区
老
連
活
動
の

中
心
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
区
老
連
役
員

の
人
数
に
応
じ
て
役
員
１
人
あ
た
り

年
額
５
千
円
〔
区
老
連
会
長
は
１
万

円
〕が
加
算
さ
れ
ま
す
。

要
望
③
『
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
助

成
金
の
増
額
』　

本
年
７
月
に
市
老

連
が
当
番
と
し
て
開
催
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
要
望
ど
お
り

50
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

三
溝
会
長
は
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

名
古
屋
か
ら
の
長
年
の
要
望
が
実
現

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
と
も
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
層
の
活
性
化
・
会
員
数
増
に
向
け

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
諸

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
老
連
令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算

令和5年度 収支予算書　　　 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 備　　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1.経常増減の部
⑴経常収益

①受取入会金 9,000 3クラブ ×＠3,000 
②受取会費 3,600,000 1,000クラブ ×＠3,600 
③受取補助金等 109,605,280 名古屋市等からの補助金
④受取寄付金 2,000
⑤受取負担金 2,608,000

⑥雑収益 438,200 広告収入・預金利息・老人
クラブ傷害保険の広告費等

　経常収益計A 116,262,480
⑵経常費用

①事業費支出　 104,760,258 健康づくり事業、友愛
訪問事業等に係る経費

②管理費支出　 13,063,243 法人運営に係る経費
　経常費用計B 117,823,501
　当期経常増減額
　 C＝AーB △1,561,021

　2．経常外増減の部
⑴経常外収益計D 0
⑵経常外費用計E 0
　当期経常外増減額
　F＝DーE 0

　当期一般正味財産増減額
　G＝C＋F △1,561,021

　一般正味財産期首残高H 27,408,990
　一般正味財産期末残高
　I＝G＋H 25,847,969

Ⅱ 正味財産期末残高 25,847,969

名
古
屋
市
へ
の
予
算
要
望
結
果
に
つ
い
て

― 

運
営
補
助
金
が
20
年
ぶ
り
に
ア
ッ
プ
！ 

―

会員数 補助金
40人〜49人 46,560円
50人〜69人 57,840円
70人〜99人 64,200円
100人以上 77,880円
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 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

5月16日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策

天白区：天道・塩釜と坂道コース
地下鉄「塩釜口駅」改札口前集合

6月 8日㈭ 第 31 回 老人クラブ大会
第 48 回 通常総会

日本特殊陶業市民会館フォレスト
ホール

6月14日㈬ 新任会長研修 昭和文化小劇場

6月17日㈯ 世代間交流スポーツ大会 枇杷島スポーツセンター

7月 6日㈭
～7日㈮

東海・北陸ブロックリーダー
研修会 名古屋ガーデンパレス

※「史跡散策」の申し込みについては、各区老連事務局（左記）へおたずねください。

　12月7日、昭和区役所７階の社協料理実習室で昭和区老連主催の
男性料理教室が開催され、22名が参加しました。
　皆さん「男子厨房に入らず」の世代です。それでもエプロン姿はなか
なか堂に入ったもの。当日のメニューは、「クリスマスツリー型サラダ」
「こしょう餅」「かやくご飯のふくさ包み」の3品です。講師をお手本に
包丁を握ったある会員は「ふだんレンジでチンはするけど包丁は握った
ことがない」と悪戦苦闘。思わず「指を切らないでくださいね」と。中
には手際の良い方もみえます。「自分でやってみて奥さんの苦労がよく
分かった」との発言が印象的でした。

　１時間半かけて３品完成。う
れしそうにスマホで記念撮影す
る方もいます。力作を皆でいた
だくと「とっても美味しい！」と
好評でした。
　料理は段取りがとても大切
で、脳の活性化にも役立ちます。
皆さん、ぜひご家庭でも作って
くださいね。

　

12
月
2
日
、
東
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
障
害
者
の
み
で
は
な
く
、

大
学
や
企
業
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
市
老
連
で
も
手
軽
な
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
に
取
り
組
み
始
め
、
ボ
ッ
チ
ャ
研

修
会
も
今
年
度
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
区
か
ら
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
は
参
加
者
自
ら
コ
ー
ト
の
作
成
か
ら
始
め
て
、

ル
ー
ル
説
明
の
後
、
2
試
合
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
か
け
ひ
き
が
お
も
し
ろ
い
」「
お

も
し
ろ
い
。
子
供
と
遊
べ
る
」「
今
日
の
研
修
を
区

の
ク
ラ
ブ
に
広
げ
ま
す
」「
地
域
で
の
活
性
化
に
ボ
ッ

チ
ャ
で
寄
与
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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「
自
転
車
も 

免
許
は
な
い
け
ど 

ド
ラ
イ
バ
ー
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

　千種区  753-1942　　　東　区  934-1194　　　北　区  917-6530
　西　区  523-4596　　　中村区  433-2912　　　中　区  265-2329
　昭和区  735-3911　　　瑞穂区  852-9395　　　熱田区  683-9900
　中川区  363-4415　　　港　区  654-9708　　　南　区  823-9413
　守山区  796-4607　　　緑　区  625-3966　　　名東区  778-3099
　天白区  807-3898   ◎ 名古屋市老人クラブ連合会 TEL 991-7734 FAX 991-7581

お住まいの地域の皆さんと、
仲良く元気に、楽しく活動をしている

老人クラブです。
誘い合ってお入りになりませんか。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

～お申し込みはお近くのクラブへどうぞ～

◆ お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭 　　　　　   ・　　　　　・

　　 入 会 申 込 書

　

12
月
13
日
、
29
名

の
参
加
者
は
小
雨
降

り
し
き
る
中
、
鳴
海

駅
か
ら
鳴
海
八
幡
宮

を
目
指
し
歩
き
始
め

ま
し
た
。
お
よ
そ
８

年
近
く
続
い
た
「
史

跡
散
策
を
行
っ
て
い

る
間
は
雨
に
降
ら
れ

な
い
ジ
ン
ク
ス
」
が
つ
い
に
破
れ
た
か
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
第
に
雨
が
弱
ま
り
つ
い
に
止
ん
で
し

ま
い
、
ジ
ン
ク
ス
の
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る

家
康
」
の
舞
台
で
も
あ
り
、
急
な
坂
道
や
、
小
高
い
丘
、

う
っ
そ
う
と
し
た
森
な
ど
、
か
つ
て
こ
の
地
で
激
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
想
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
し
た
。

　２月８日、2年越しの七福神巡りを行いました。応募者多数で抽選、
バスはほぼ満席、87名の方が参加しました。バスで気軽に訪れるこ
とができ、しかも参加者は皆同年代なので、話が合い、歩きや行動
にも遠慮はいらない。これが人気の理由ではないでしょうか。
　今回の行程は、午前に見性寺・智福寺・椿大神社、午後に桃林寺・
洞水寺・泰應寺・石薬師寺。メインは椿大神。入道岳山頂に奥宮を頂き、
杉の大木が林立する広大な敷地に本殿や椿岸神社・行満堂神霊殿・
獅子堂を配する全国的にも有名な
神社です。当日はひんやりとして厳
かな雰囲気でした。椿会館で昼食
の後、自由行動。皆さんお参りや
散策をして楽しみました。
　旅の終わりはお楽しみの買い
物タイム。今回は旅行支援として
2,000 円のクーポンが支給されました。スマホ操作ができる方は電
子クーポン、不慣れな方は紙クーポン。これが大変。電子クーポン
を利用できるお店は多いのですが、紙クーポンは少数。今回の行程
では亀山 PAに限られました。小さなお店に皆さん殺到。クーポン
の処理や現金の支払いに時間を要するので、レジ前には長蛇の列。
お店を１時間余り占拠して30 分遅れの出発となりました。
　それでも「今日は楽しかった」「料理がおいしかった」「今回はいい
お寺が多かった」「次回はどこですか」とご好評をいただいて終える
ことができました。
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宮
根
学
区
は
千
種
区
の
北
東
に
位

置
し
、
東
側
に
名
東
区
、
北
側
は
香

流
川
を
は
さ
み
千
代
田
橋
学
区
と
接

し
、
丘
陵
地
に
開
け
た
住
宅
地
で

す
。
学
区
の
創
立
は
昭
和
44
年
4
月

で
す
。
令
和
4
年
11
月
現
在
、
世
帯

数
3
8
2
1
世
帯
、
人
口
8
0
9
6

人
で
す
。

　

そ
の
昔
、
鍋
屋
上

野
村
か
ら
猪
子
石
村

に
か
け
て
の
香
流
川

沿
い
は
静
か
な
農
村

で
し
た
が
、
昭
和
36

年
か
ら
始
ま
っ
た
猪

子
石
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
、
人
口

は
急
激
に
増
加
し
ま

し
た
。

　

昭
和
52
年
、
千
種

区
か
ら
名
東
区
が
分

離
す
る
際
の
①
区
界

の
線
引
き
②
宮
根
小

学
校
区
か
ら
千
代
田

橋
小
学
校
区
の
独
立

③
出
来
町
通
の
交
通

渋
滞
な
ど
の
諸
問
題

を
解
決
に
導
い
た
の

が
現
在
、
老
人
ク
ラ

ブ
で
活
躍
し
て
い
る

世
代
が
中
心
で
す

　

当
連
合
会
は
宮
根

台
福
寿
会
（
56
名
）・

京
命
扇
寿
ク
ラ
ブ

（
65
名
）・
光
が
丘
東

山
ク
ラ
ブ
（
50
名
）

の
連
合
会
で
す
。
当

連
合
会
は
「
会
員
相

互
の
親
睦
と
健
康
の

増
進
に
努
め
、
老
人
福
祉
の
推
進
を

図
る
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会

員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
の
援
助

と
し
て
は
、
宮
根
老
人
連
合
会
が
中

心
と
な
り
週
3
回
、
宮
根
公
園
お
よ

び
、
京
命
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、

連
合
会
で
春
と
秋
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

講
師
を
招
い
て
「
健

康
講
座
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
と
し
て
宮
根
小
学

校
の
下
校
時
に
児
童

へ
の
「
声
掛
け
・
見

守
り
運
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
1
回
、
京
命
公

園
と
宮
根
公
園
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
当
連
合
会

は
、
過
去
に
難
題
を

解
決
し
た
経
験
を
活

か
し
、
元
気
あ
る
、

明
る
い
「
老
人
ク
ラ

ブ
」
活
動
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
当
連
合
会
が
元

気
で
あ
れ
ば
宮
根
学

区
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を

信
じ
、
会
員
相
互
の

協
力
の
も
と
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
（
有
瀧　

巌
）

ひ
が
し

東区

ち
く
さ

千種区

ま
ち
づ
く
り
の
気
概
を
持
っ
て

連
合
会
を
運
営

我
が
学
区
の
活
動
紹
介

　

東
区
「
明
倫
学
区
交
友
ク
ラ
ブ
連

合
会
」の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
週
３
回

　

の
練
習
と
、
奇
数
月
の
大
会
を
実

　

施
し
て
い
ま
す
。
大
会
の
時
は
ス

　

コ
ア
の
集
計
時
間
を
利
用
し
て
持

　

ち
寄
っ
た
お
や
つ
を
食
し
て
楽
し

　

く
団
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

使
用
し
て
い
る
公
園
の
愛
護
会
活

　

動
も
行
い
、
報
奨
金
を
景
品
に
充

　

て
て
い
ま
す
。

②
毎
年
4
月
に
開
催
の
バ
ス
旅
行
も

　

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の

　

影
響
で
中
止
し

　

て
い
ま
す
。

③
敬
老
の
日
に
お

　

祝
い
品
を
配
布

　

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
70
歳
、 

　

75
歳
、80
歳
、85

　

歳
と
90
歳
以
上

　

の
方
々
で
す
。
非

　

常
に
好
評
で
、
喜

　

ば
れ
て
い
ま
す
。

④
一
斉
清
掃
の
日

　

に
明
倫
公
園
、

　

新
出
来
公
園
を

　

全
8
ク
ラ
ブ
で

　

清
掃
し
て
い
ま

　

す
。

　

明
倫
学
区
内
の

単
位
ク
ラ
ブ
「
古

出
来
恵
比
寿
会
」

の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

毎
月
の
行
事
と

し
て
は
、
町
内
の
「
街
路
樹
の
愛

護
活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
終
了
後
に
町
内
の
会
館
で

「
サ
ロ
ン
活
動
」
を
行
い
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す

　

そ
の
他
の
活
動
で
は
、
年
に
4

～
5
回
、
東
区
内
の
散
策
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
徳
川
園

で
秋
の
紅
葉
狩
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
近
隣
の
名
所
等
に

も
対
象
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
武
田　

伸
）
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光
城
学
区
連
合
会
は
、
現
在
12
ク

ラ
ブ
、
総
勢
4
2
7
名
で
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
活
動
と
し
て
は
、
六
光
ク

ラ
ブ
の
名
前
に
も
あ
り
ま
す
「
六
所

社
」
の
毎
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
月

並
祭
に
合
わ
せ
て
の
誕
生
祭
で
、
そ

の
月
の
誕
生
日
の
方
の
祝
詞
を
あ
げ

て
頂
き
ま
す
。
そ
の
後
、
集
会
所
で

い
ろ
い
ろ
な
方
を
講
師
に
、
お
話
会

や
楽
器
に
合
わ
せ
て
の
コ
ー
ラ
ス
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
参
加
人
数
の
制
限

等
、
寂
し
い
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
区
老
連
の
演

芸
大
会
に
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
演

奏
で
コ
ー
ラ
ス
を
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
今
ま
で
で
一
番
良
い

出
来
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
己

満
足
し
て
い
ま
す
）。

　

そ
れ
以
外
に
は
、
毎
月
の
手
芸
教

室
や
小
学
校
の
体
育
館
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
手
芸
と

い
っ
て
も
折
り
紙
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
区
老
連
の
「
趣
味
の
作
品
展
」

に
展
示
す
る
作
品
作
り
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
に
向
け
て
の
作
品

の
構
想
の
ヒ
ン
ト
を
、
今
回
の
作
品

展
で
得
た
よ
う
で
す
。

　

年
に
一
度
の
志
賀
公
園
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
今
年
度
は
80
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
な
か
っ
た
方

達
。
も
み
じ
の
紅
葉
よ
り
も
明
る
い

声
が
、あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
く
く
り
に
、
コ
ロ
ナ

の
流
行
の
合
間
を
縫
っ
て
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
。蒲
郡
で
の
み
か
ん
狩
り
。

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
も
解
消
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
（
村
井　

典
子
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
少
し
落
ち
着
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
令
和
4
年
度
か
ら
行
事
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
25
日
に
区
老
連
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
庄
内
緑
地
公

園
で
開
催
さ
れ
、
約
1
0
0
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
さ
れ
、
成
績
発
表
の
前
に
実

施
さ
れ
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
で
は
ほ
ぼ
全
員
の
方
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
に
は
区
老
連
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
が
庄
内
緑
地
公
園
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
、
1
0
0
名
以
上
の
方
が
参
加

し
、
参
加
者
全
員
が
完
歩
し
ま

し
た
。

　

1
月
20
日
に
は
地
域
交
流
会

が
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
各

地
域
の
会
長
32
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
は
一
畑
山
薬
師
寺
を
参

拝
し
、
昼
食
会
場
の
ロ
ワ
ジ
ー

ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
は
仲
間
づ
く

リ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
お

楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
各
ク

ラ
ブ
会
長
さ
ん
間
の
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
豊
川
稲
荷
で
稲
荷
初

詣
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
員
が
連
携
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
求
め
て

日
々
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
（
伊
藤　

英
雄
）

き

た

北区

に

し

西区

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

令
和
4
年
度
の
行
事


